
□犬か猫が２頭以上いる
□オスかメスか分からない
□不妊・去勢手術をしていない
□犬や猫を放し飼いにしている

□犬や猫を動物病院に連れて行ったことがない
□犬や猫が清潔でない、強いにおいがする

□犬や猫の世話が大変
□家の中や周辺が散らかっている
□犬や猫の世話等について相談できる人がいない

増えるリスク有 ⇒ 飼い主の心得リーフレットを手交
してください

動物由来感染症のリスク有
⇒ 動物病院の受診を勧めましょう

生活破綻のリスク有
⇒ペットシッター、知人等、頼れる人

 の確保や譲渡を勧めましょう

【チェックリスト（1）】：緊急性のないもの
・チェックが１つ以下 ⇒ 引き続き下記の予防策を飼い主に伝えましょう
・チェックが２つ以上（チェック項目になく判断に悩む場合含む） ⇒ 予防策を伝える他、

ペットリエゾンに早期に相談してください

利用者のペット問題のチェックリスト



□10頭以上の動物がいる
□極端にやせた動物や、ふらつきのある動物がいる
□動物の死体・骨がある
□動物の排泄物が大量に放置されている

動物愛護管理法令違反の疑い有

【チェックリスト（2）】：緊急性のあるもの
・チェックが１つでも当てはまる ⇒ 保健福祉事務所に早期に相談してください

※犬猫10頭以上の飼育の場合は、飼い主は保健福祉事務所への多頭飼養届出書の届出義務があります。
※ペットリエゾンは動物愛護管理法令違反に対応できません。
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